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2024 年度⻘森学術⽂化振興財団助成事業報告書 
 

「テロワール」として捉える⻘森の⼟地空間・⽂化・農林⽔産物と 
そのブランディング化への試み：地形地質学と第四紀⼟壌学を活⽤して 

 
⻘森公⽴⼤学 経営経済学部 地域みらい学科 三浦英樹 

 
要旨 

 
⻘森県には、豊かな⾃然と⼈間の知恵の歴史が刻まれた⽇本でも稀有な遺産や資源が数多

く存在するが、その価値は住⺠にも観光客にも⼗分に理解されていない⾯がある。⻘森のブラ
ンディング化向上への障害にもなっている。本事業では、主として津軽平野を対象として、地
形地質学と第四紀⼟壌学の⼿法に基づいて、地球史と⼈類史を融合させた「環境史」という視
点から、⻘森の観光資源となる対象に統合的な光を当て、それを「テロワール」という概念で
表現することを試みる。本調査では、その最初の段階として、第四紀の地形地質学に関する既
存の研究成果を活⽤して、主に津軽平野周辺において、地球史や⾃然史を取り込んだ、「地域の
物語」を作成した。 
 
 
1. はじめに 

フランス語で⼟地や地球を意味する「terra」に由来する「テロワール」である。これは、も
ともと、フランスワインの特性を形作る、⼟地（畑）の地形、地質、⼟壌、気候といったブド
ウ畑を取り巻く全ての⾃然環境、時代を超えて引き継がれてきた⼈々の技術とを包括した概念
である。「テロワール」は、フランスのワイン法（原産地統制名称法）のベースとなって、フラ
ンスワインの格付けを⾏う際の重要な要素にもなっている。 

ジェームス E.ウイルソンの著書『テロワール−⼤地の歴史に刻まれたフランスワイン−』
では、その概念の⾯⽩さを次のように⽰している。「グラス⼀杯の素晴らしいフランスワインに
出会うとき、それがどこでどのように造られたのか知りたいという思いにかられる。ワイン愛
好家であれば味や⾹りを堪能すればすむことかもしれないが、地質学者という職業柄、興味は
そのワインの故郷である地質へと向かうのだ。結局、葡萄の良しあしは、その樹の根をはぐく
む岩⽯と⼟壌によって決まるのではないだろうか。もちろん気候という要素は⼤きいにしても、
さまざまな地質が、素晴らしいワインとそうでないものとの差を⽣むような気がする。」 
定義の曖昧さを残しつつも、「テロワール」という⾔葉は、いまでは、ワインに限らず、世

界各地のチーズ、ウイスキー、⽇本酒といった農産加⼯品、その原料となるさまざまな農林⽔
産物にまで拡⼤し、その地域固有の「⾃然と⼈の物語」にもとづいて⾷の魅⼒を語る際の⾔葉
として⽤いられるようになってきた。 

⻘森は、グローバルな気候変動（氷期−間氷期サイクル）とプレート活動による地殻変動が
組み合わさって、特徴的な陸上と海底の地形地質が配置されている。そして、それに伴う多彩
な⼟壌の分布、脊梁⼭脈を隔てた東⻄の冬季の降雪環境の違い、森と河川を通じた陸と海との
繋がり、縄⽂時代以降の⼈々の暮らし等、多彩な⾃然と⼈の物語が存在する場所である。本事
業では、これらの財産を、包括的に「テロワール」として新たに知的に捉えなおすことで、地
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域の魅⼒を独特な形でブランディング化することに繋げる可能性について検討し、主に津軽平
野を対象として、地球史や⾃然史を取り込んだ、「地域の物語」を作成することを試みた。 

 
2. 研究の⽅法・計画と実施状況 

「テロワール」とは、⾃然環境と⼈的環境の相互作⽤から⽣み出される地理的領域の概念
である。これを⻘森に導⼊する試みに先⽴ち、その⽅法として、以下の流れで検討することを
計画した。 

 
① 地理学的視点に基づき、⻘森県の「地誌的地域区分」を⾏う 
② 区分された地域ごとの⼟地空間・⽂化・農林⽔産物の特徴的な内容を明確化する 
③ 対象とする地域において、⾃然や⼈間の知恵の歴史が刻まれた、地域の代表的遺産や

資源を取り上げて、地形地質学や第四紀⼟壌学の⼿法を⽤いて、⼟地空間・⽂化・農
林⽔産物の歴史を「環境史」の形で語るとともに、「テロワール」の概念の適⽤の可能
性について探る 

④ 「環境史」と「テロワール」の学術的内容を、⼀般市⺠がわかりやすい形で理解でき
るための⼯夫を検討して、取りまとめる 

 
本事業では、上記の 4つの流れのうち、⻘森県の「地誌的地域区分」として、⻘森県⻄部に

位置する津軽半島南⻄部の「津軽平野」を⼀つの地域として区分し、ここを対象地域として、
特に③の内容を中⼼に取りまとめた。具体的には、既存⽂献の調査と現地調査を⾏い、「テロワ
ール」の概念適⽤の可能性を検討するために、地形地質学や第四紀⼟壌学の⼿法を⽤いて、⼟
地空間・⽂化・農林⽔産物といった「地域の物語」を環境史の形で取りまとめた。 

 
3. 「テロワール」導⼊の前提となる「環境史」と「地域の物語」：津軽平野を事例として 

津軽平野（図 1）は、⽇本の⼀⼤穀倉地帯として位置づけられており、⽶、りんご、メロン、
スイカ、⼩⻨といった農産物の⽣産地であるだけでなく、それらの加⼯品の製造も含めて、こ
の地域を魅⼒的なものにしている⼤きな要因になっている。こういった穀倉地帯の代表的農産
物は、この⼟地の地形地質や⼟壌の成り⽴ちと⼤きく関係して発展してきた。 
 
＜津軽平野における主要農産物と⼟壌⽴地条件＞ 
・⽔稲：上位沖積⾯〜下位沖積⾯ 
・りんご：⾃然堤防（明治時代の栽培地）から扇状地・⽕⼭麓扇状地（昭和時代以降の栽培地） 
・メロン・スイカ・⻑いも：七⾥⻑浜砂丘地帯 
 

この内容を、以下の 3つの図を⽤いて説明する。 
図 2 は、津軽平野の地形分類図（⼤⽮・海津、1976；海津、1975）、図3は、津軽平野北部

の段丘地形の地形分類図（吾妻、1995）である。図 4 は、図 2 と図3の内容を含めて、既存の
研究成果を総合的に⽰すために、グローバルな環境変動の視点で津軽平野における第四紀の諸
現象を⼀つの時系列でまとめた編年図である。この図は、テロワールを考える時の基礎資料と
なる「津軽平野を中⼼とした第四紀の⾃然と⼈のダイアグラム」とも⾔い換えることもでき
る。以下に、この図の解説として、時間軸に沿って、津軽平野の環境史と地域の物語を箇条書
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きで⽰す。 
 
＜津軽平野の「環境史」と「地域の物語」＞ 
① 津軽平野は、⼤きく⾒ると、奥⽻脊梁⼭脈と出⽻⼭地という⼆つの隆起帯に挟まれた沈降
帯で、南北に続く、内陸盆地列の北端に位置する（図 1）。この隆起と沈降は、地球スケー
ルで⾒ると、⼤陸プレートである「ユーラシアプレート」の下に海洋プレートである「太
平洋プレート」が沈み込んで、⽇本列島が太平洋側から押されていることで⽣じている。 

② 約 260万年前以降、地球には、寒い「氷期」と暖かい「間氷期」が繰り返し訪れるように
なった。特に、約 100 万年前以降には、約 10 万年周期で氷期と間氷期のサイクルが⽣じ
るようになった。 

③ 氷期が訪れる理由は、太陽系の惑星間の引⼒によって、地球の公転軌道の離⼼率の変化、
地球の⾃転軸の傾きの周期的変化が⽣じ、これに加えて⾃転軸の歳差運動も関係して、氷
期には⾼緯度の太陽放射量が低下して夏が寒冷化し、降雪が融解しないまま次の降雪が⽣
じて、氷床が形成されるためである。 

④ 氷期には、北半球のヨーロッパ北部、北アメリカ⼤陸に氷床が発達し、南極氷床も拡⼤す
るため、陸上に⽔が蓄えられて、海⽔量が減少し、海⾯は現在よりも約 100m 低下した。
⼀⽅、間氷期には、北半球の氷床の多くは融解して、グリーンランド氷床と南極氷床が残
されて、海⽔量も増⼤して、海⾯は上昇する。 

⑤ 最後の氷期−間氷期サイクルである、約 12.5万年前〜現在までの気候変動、海⾯変動、地
殻変動は、津軽平野周辺にも⾵景（地形と植⽣）や⼟壌として記録されている。 

⑥ 最終間氷期である 12.5万年前には、現在と同じ程度の海⾯の⾼さとなっており、現在の津
軽平野の内側まで海が広がり、⽇本海側の七⾥⻑浜付近や津軽⼭地の⻄側の⼭麓は、海岸
の波の作⽤によって、浅海の堆積物が形成され、平坦化された。 

⑦ その後、最終氷期になり、次第に海⾯は低下していったため、⽇本海側の七⾥⻑浜付近や
津軽⼭地の⻄側の⼭麓は離⽔して、平坦な地形が現れた(海成段丘⾯の⼭⽥野⾯や IIIm⾯)。
離⽔した段丘⾯の上には、その後、遠⽅や周辺の⽕⼭噴⽕による⽕⼭灰やアジア⼤陸から
⾶来する⻩砂が堆積して、現在の台地上の⼟壌を形成していった。 

⑧ 海⾯は次第に低下していき、約 7万年前には、現在よりも 45m程低くなり、宗⾕海峡が閉
塞した。 

⑨ さらに海⾯は低下し、約 3万年前には、現在よりも 100m程度低下して、対⾺海峡もほぼ
閉塞して、⽇本海は内海のようになり、低温・低塩分化した。 

⑩ 対⾺暖流が流⼊しなくなった 3万年前以降の⽇本海では⽔蒸気量が減少してたため、⽇本
海側の降雪は現在に⽐べて⼤きく減少して、津軽平野では、冬でも地⾯が露出して、季節
的凍⼟が形成された。 

⑪ 気温の低下に伴い、植⽣も、現在に⽐べて寒冷環境に適した針葉樹が海岸付近に⽣育して
いた。また、岩⽊⼭や⼋甲⽥⼭のような⾼い標⾼には森林は⽣育できなかった。 

⑫ このような海⾯低下が進んだ約 4万年前には、陸化した宗⾕海峡や狭くなった対⾺海峡な
どを通って、⼤陸から⽇本列島に初めて⼈類が渡ってきた。 

⑬ 約 1.9 万年前の最終氷期最盛期を経て、次第に地球は温暖化し、氷床の融解、海⾯は再び
上昇してきた。約 1.6万年前には対⾺海峡が、約 1万年前には宗⾕海峡が幅を広げ、現在
のような海峡になった。 
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⑭ 対⾺海峡から、対⾺暖流が再び流⼊することで、⽇本海側の降雪量も増加し、津軽平野は
再び豪雪地帯に変化した。 

⑮ 約 1.5 万年前には、⼗和⽥湖で巨⼤な噴⽕が⽣じて、⻘森県北部⼀帯は、この⽕砕流や降
下軽⽯（⼗和⽥−⼋⼾テフラ）によって覆われた。 

⑯ この噴⽕の直前には、最初の縄⽂⼟器を作った⼈類によって⼤平⼭元遺跡が形成されてい
た。 

⑰ 約 1.5万年前から約 7千年前頃には、浅瀬⽯川や平川、岩⽊川を通じて⼭間部から⼟砂が
流出して扇状地を形成した。これに続く河川の下流部では、⾃然堤防や後背湿地によって、
沖積平野が形成された（上位沖積⾯）。 

⑱ 気温の上昇と多雪化によって、津軽平野周辺の植⽣は、針葉樹林に代わって、約 8千年前
頃からブナを主体とする森に変化した。 

⑲ 極地の氷床融解によって海⾯はさらに上昇して、約 7千年前頃までには、五所川原付近ま
で海進が進み（縄⽂海進）、津軽平野は、海成段丘⾯に囲まれて内湾状態となった。岩⽊川
は、五所川原付近で海に注ぎ、三⾓州を形成していた。 

⑳ 氷床の融解は終了したが、約 7千年前以降、増加した海⽔の重みによって海洋底が沈降す
ること（ハイドロアイソスタシー）で、次第に、海⾯は低下した。これに伴い、岩⽊川は
五所川原以北で三⾓州を前進とあわせて⾃然堤防や後背湿地とともに沖積平野を形成した
（下位沖積⾯）。 

㉑ 内湾は次第に埋積されていったが、内湾に⾯した台地の縁では、縄⽂前期から晩期にかけて
遺跡が形成された。三⾓州の前進は現在も続き、現在、⼗三湖を埋積している過程にある。 

㉒ この頃、⼈類は、ブナの森の⼀部を、クリ、トチノキ、ミズナラ、コナラなどの⾷料や薪炭
林に利⽤できる森に変化させていった。 

㉓ 海⾯上昇に伴い、⽇本海側では、⾶砂⽣じて、七⾥⻑浜の海成段丘⾯上に砂丘が形成される
ようになった。 

㉔ 弥⽣時代以降、津軽平野南部の沖積平野では、次第に⽶が栽培されるようになった。三⾓州
の前進によって形成された五所川原以北の沖積平野では、ヨシ原となる深い沼沢地となっ
ているとともに、津軽平野では、河川の勾配がほとんどなく、稲作のための灌漑⽔を得る
ことが難しかった。 

㉕ 江⼾時代の⼈⼝増加に対応した新⽥開発のために、台地の縁に「ため池」を作ることで、灌
漑⽔を得ることに⼒が注がれた。 

㉖ 岩⽊川河⼝部の三⾓州は、昭和中期の⼲拓・堤防⼯事が⾏われるまで、腰まで埋まる湿⽥で
洪⽔も多発した。 

㉗ 残されたヨシ原と「ため池」は、オオセッカなどの稀少な草原性⿃類の繁殖地となるととも
に、⽔⿃の渡りの⼀⼤中継地にもなっており、地域における多様な⽣態系の構築にも貢献
して、芦野池沼群は、県⽴⾃然公園にも指定されている。 

㉘ 明治 10〜20 年頃、五所川原以南の上位沖積平野の⾃然堤防上では、りんごの⾃然栽培が開
始したが、その後、昭和の中頃になって、次第に台地や⼭地の扇状地に栽培範囲が⼤幅に
拡⼤した。 

㉙ 七⾥⻑浜の海成段丘⾯上に砂丘地帯では、砂丘⼟壌の透⽔性の良さを利⽤して、スカイ、メ
ロン、⻑いもが⽣産されている。 

㉚ 七⾥⻑浜の海成段丘⾯上を被覆する砂丘砂が薄い場所では、基盤の台地の地質の透⽔性が
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悪いため、部分的には池沼やベンセ湿原などの湿地が形成され、稀少な動植物の繁殖地と
なっている。 

4. おわりに 
観光地域づくり法⼈（DMO：Destination Management/Marketing Organization）は、地

域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り⼊れた観光地域づくりを⾏う舵取
り役となる法⼈である。これは、地域の「稼ぐ⼒」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着
を醸成する地域経営の視点に⽴った観光地域づくりの司令塔としての役割･機能が求められて
いる。現在、津軽平野地域では「⼀般社団法⼈Clan PEONY津軽」が存在し、地域の魅⼒を発
信する重要な役割を果たしている。 

⼀⽅で、⼀般的に、従来のDMO活動を充実化させるためには「地域の魅⼒の向上に資す
る観光資源の磨き上げの部分」を向上させることも必要である。特に、⻘森県には、豊かな⾃
然と⼈間の知恵の歴史が刻まれた稀有な遺産や資源を数多く有するにも拘わらず、その資源の
価値が、地元住⺠にも観光客に対しても、⼗分に理解できる形で提供されていない⾯が⼤きい。
本事業では、これらの価値をわかりやすい学術的な再評価・定義を通して、DMO活動への基
礎的資料を提供するための最初の検討を試み、津軽平野を対象に、その基礎資料を取りまとめ
た。 

⻘森県への愛着を持つ⼈材を育成し、住み続けたい⼈を増やすことは、県の⼤きな課題の
ひとつである。⻘森県に住む⼈々が、⾃分たちの豊かな⾃然と⼈間の知恵の歴史が刻まれた豊
かな⾃然と⼈がもつ資源の意味を⼼の底から理解することは、地域への誇りを取り戻し、転出
抑制に繋がる。さらに、そういった県⺠の意識の⾼さは、⻘森を訪れたいと考える観光客のエ
コツーリズム的な視点でのモチベーションを刺激することにも影響を与える。また、⻘森県産
農林⽔産物をブランディング化する⽅法のひとつとして、収穫物の背景にある、⼟地空間・⾃
然環境・⼈々の歴史に関するナラティブ（物語）が⼤きな付加価値を与える可能性がある。⼟
地と⼈の歴史を「環境史」の形で語り、各地域の⼟地を「テロワール」という概念を使って表
現することを試みて、豊かな⾃然と⼈の歴史をもつ⻘森県を独特な形でブランディング化する
ことに繋げていきたい。 
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図1　津軽平野の地形
スーパー地形のカシミール画像を使用



図
図2　津軽平野の地形分類図

大矢・海津（1978）と海津（1976）の原図に彩色



図3　津軽平野北部における段丘面の地形分類図
吾妻（1995）の原図に彩色
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図 4　津軽平野周辺における第四紀後期の諸現象の編年図
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